
｢フランスギク｣花に英米する ｢亡.ノマルカツヲ

ブシムシ｣成曲と､%･㊥捕殺の敦晃に闘する考察 ･

第 二 ′ 報

山 田 保

谷 口 久

治

代

緒 .言/
＼ l

｢7.アンスギクJ花だ4Ji架する｢ヒメマルカツヲブシムシ｣成級数の多大なること､並びに,英

樹gk 時乳 及び.花に娼よる批雌の関係に就きては.班に節一報で述べて軌 ､た｡斯の如 く

rEヒメマルカツヲブシムシ｣の成蝕は,｢フラ1/スギク｣花に多数畑 するム従って､此栢物を′

通常な個所にき財直して:花に4Ji来 した戚畠を捕殺することが.紗 取 木種駆除法中の有数なる

一方法であることが種へ られて爽た(文朕 1.2,3,5.8).虎が､此誘花駆除法の致果如何杜.I

花へ班来した成虫が.産卵前なるか.･或臥 産卵後なるかによって,左右せ らる .ゝことの極､め

て大であるこ吐は,之に留意するもの 1.＼矧 こ注意 しなければならぬ.重鮎であると潤.ふO此

間定副こ鹿きては∴既に第一報(文鉄7)で少しく関れて掛 ､たが.相常重要な問題であるので.

更に本年｢昭和16年｣経机祝祭を試みた.共成緋の大要は次の泊 りである.本文を等するに常 り
I.

て､怒切なる助言を輿へ られ し春Jtl博士に深甚なる謝意を衣す｡

観 察 と 賛 鹸

親祭質険帆節一報の観察を行なった同じ試験圃場に吹いた,｢フランスギクJ花に封ミ木せる､

多数の｢ヒメマルカツヲブシムシ｣成魚の中で.花上で交尾した ものだけを托〃ミして筏放材料と

した'.英紙計は26組である､之等雄雌各組の戚血は,托〃王の郡庇 1組づ ｣牢詩語を別にし,rべ ト

1)tylす-レ｣(内径 7｢センチメ- いレ⊥ 深さ.3｢センチメ- トル｣).の中に入れ ｢シャ-レ｣の

lPに駄 便宜 SJ-センチメ- トル｣爪に切った.鼎羅紗を 1枚づ 1入れて泣いた.

,照雄紗を伐ったのは､読;･附した卯の肌を別荘するのに便利なためであるか ら̀である.斯の如

くして.令,mの距卵吸.その卵の脚化敗.及び.成払の詔命.野を祝祭した､記録の概要は節

1才王と卯 1田に示す泊 りである..
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｢･フランスギク｣祐上にて交尾やる ｢ヒメマル カッ ヲI

ブ､シ ムシ｣･成鹿各組の産卵 と醇化並びに成虫の諒命

(昭和16年6月九重同年 7月調査)

第: 1 表

番由 免期日 粒故琴■l日粒故期間.ざる卵 期 間

`123 8早 Ⅶ二.4 ｢ - - - - - - 8Ⅵ.18死 .̀....寿命4日?Ⅵ.loヴ - - 〃 6〃

8.早 Ⅶ.≠~′ - - - - - - - 8Ⅵ.9死-...蒔命5日-?Ⅵ.10// - ...// 6//

.8 L? Ⅵ.1. - - - - - - - 8Ⅵ.8死丁.....存命4日?Ⅵ.ll// .-..//7//

し4 8､ノ? Ⅵ.4l - - - - - - - 8Ⅵ.7死 ∴ ..儲 命3日?Ⅵ.ll// - ...//7//

ti ■8早 17.5 .■ - - - - - - 8Ⅵ.8死...丁.周東3日?Ⅵ.9//..-.//.4//

9 8早 血 8 - - - - - - - 8Ⅵ.9死∴-等命1日?Ⅵ.1-1//.I....//4//

10 8?. Ⅵ.8 - - - - - - - 8Ⅵ.lie...-薄命叩?Ⅵ.12'/ ......// 5//

ll 8早. Ⅵ.■10 - - - - - - - 8Ⅵ.14死......存命.1日9.Ⅵ;14// .-...// 4/I

･1'1 8早 Ⅵ.モ'2 節Ⅰ回.Ⅵ.15 4 Ⅶ.1 I..4 .16日 0 1日 8ⅥT15死--拝命3日.9Ⅵ.17J/ - .....ク 5/)

14 6早 i..12 - - - - - - - 8Ⅵ.15死./....蒔命3日.?Ⅵ.17// ...- // 5//I

15 8 Ⅵ.i2 節一回.Ⅵ.14 18 Ⅵ.3■0 ltq2 16日 02日 8Ⅵ.15死..-..存命3日? 琴Ⅱ回.Ⅵ.15 2 Ⅶ.1 16日 0 ?Ⅵ.16〝 - - 〃 4一γ

lG. 8早 Ⅵ.12､ 節Ⅰ回.Ⅵ.13 旦 - - - ＼2' 1日 8Ⅵ:16死 ...-諒釦 H:?Ⅵ.17/).丁.....// 5//

17 8守- Ⅵ.12 - I - - - - - 占Ⅵ.15死.,....静命3日?Ⅵ._16//...- .// 4//I.

1日 89 Ⅵ..12 - - - - - - - ･8Ⅵ.16死......辞命i日?.Ⅵ.16//,,-...// 4J/

Il° 8 ,早 ･Ⅵ.14 - - - - - 一. - 8Ⅵ.19死丁.-..存命5日?Ⅵ.19ク..:.- 〝 O-//.
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警舘 荒馴 成瓜蜘 馴 と- 命

3

14

】J

ハ1

2

e]

2

et

節Itn1.17..3.3
郡Ⅱ回.ll.9･'I

節Ⅰ回.Ⅵ.92

8Ⅵ.29死･･････寄手命9日

?Ⅵ .'14//･･････ /) ･I/I

aⅥ.22死･･････群命9日
?Ⅵ.25//-･･･// 5//

8Ⅵ.24死.･･-詩命･1日
?Ⅵ.27//･･･- // 7//

8Ⅵ.23死.･････詩命3日
YⅥ.24//･･･.･･ 〟 4〟

平均辞命 …35:330,5

第 1 ■閉

追:メマノLカツヲ7､､シムIyl永島o･産卵∴好化.卵的 ､

寿命 恥 恥 野外tZランスでダ 花上L-て親鳥せち

'io'と･自･15:F'&Jiの 堂内飼 育l:よって如･J得た吉tのとの

比 韓 国

田 如 根絶 坤il央

⊂コ堂内飼育詑飯事正長

之等26組の中で産卵 した もの

は叩 だけで適 の19組抹馴 化

ないで悉 く舞死 してしまった.

のは20粒.最 も少ないのは 1粒

で,之等 7組の産卵数の平均杜

8.14粒､卯糾ヒ粒数の平均は 7.14

･粒であった｡叉,卵期間の故 も

長いの抹16日.短かいのは13日

で.卯‡切間の平均 日数は15Elと

成るO而 して,之等皇6組の成払

l を花上で探袋 してか らの詩命日

カ鼻
卵

顔
貌

均時化
卵

叔故

啓
晶
盟薮 最 長

･数は､旅の長いのは 5日､短かい

･のは 1日､平均 3.23日｡雌の長

いのは7H､ク真言かいのは 3日で,

平Y,･)5rlとなる.之箱舵雌の指

命日放別 七校すると.柑巨は肌よ

りF<いが.lr.I.づれに して も､花-

.4J!氷 してからの ｢tL'メマルカツ

ヲブシムシ｣眺雌戒出の詔命口数が､械めて短かいことは､年別こ牲恋を要する鮎であると思ふ｡
I

而 して.上述｢アランスギクJ7E上で交尾 した･｢ヒ?マルカツタ ブシム.シ｣成虫の産卵と.成

仏の諜声命とに.此陸封IRけ るため,白然温度の堂内で飼育 したrヒメマルカツヲブシムシ.ゆ幼＼
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組か ら.'姉化し卿 ヒし.次で桶殻から投出 した成島を∴雛雌1組づ 1それぞれ容器を別に し..

油些叩 p大 き.さの..rk ト.)シャーレJO)中に入れ rシャ∵_レ｣の中t.こは､一之lも前述と同様の熟
ノ

羅紗を入れて､纏計19組を退 り.之等の産卵状況 並qlに.成島の詔命を観察 したO其記録の

~ 大･-Bは節 2毎 に示す通 りで ある｡

LEl然温皮の室内で飼育せる｢ヒメマル カ ツ ヲブ シ ムシ｣

成虫雄雌 各 融 の 産 卵 と醇 化 並.ぴ に成 虫 の 寿 命
●

,(昭和16年JI月乃至同額 6月調査)
/

毎 2 表 ヽ

摘=At成瓜蛸殻 ･交 尾 産卵期日 産 卵 将 .pイヒ 僻 地 卵 の 僻化せ 産卵.成晶縫死期
弥班 此山期日 翠 _.日 粒 数 期 日.～ 粒 .畢 初 ,問.ざる卵 期間 ･日と兆詩命

早..てTV.2.1 節Ⅱ回.Y.7 45 <芋..;La 17 ..26 21日2-3日 > 2 鞘命 .口?V.722//-･//O-対口

節Ⅱ回.Ⅴ.6 34 <苛溜 21__29 21打2'1_F ～.3

節Ⅳ回.Ⅴ.10 23( 報 :雪 18一 3 21日･2L2日 ラ.2 //幻H

節V固.V.ll ll小計103 0 . I JO･小計86 '0 .平均22.5日 ll小計17

3 8-TV..2G早...Ⅳ.2G)F..26 癖Ⅰ臥 V.3 1 4 く菩;.≡… 1･.ー■2:1 23日24日25El.〉■o ノ 8白87.19死-.幕命33HPV..17//...L..//'21日
節正回V.4 84 く菩;…… _824.1 22日23日'24日 ) 1

節Ⅱ回.Ⅴ.4 42､231小計79く菩:.≡… ._;3′'35､1 --92~日.23日24日 〉■≠







凄 成虫蛸故脱出期日匪 耗卵期日 床 l卯粒 斑 肺 化糊 口 秤 化粒 放 那 .の拘 rlr)卵化せざる卯 荒謁匝 撃 謂

8-7 1 節Ⅰ回.Y.8 32 く搭 13.I1. 21[122日37口 )14 8V.91死...

1fー 早....V.2)Ⅴ∴3 節Ⅱ臥 T.ll 4I < 831 21円Je2口 > 7 7日 布巾90日?V.'16//,..Ìl

節Ⅱ向.Ⅴ.14 25/J､計9.I <V:i 15.6小計73 20日21日平均99.0口> 4小計2.,-' I .,〟 -.R

19_ 8...V_.7守-Ⅴ.5〉V-...7節Ⅰ臥 7.10 3.i <芯:.雪 266 21日22日 2 aV.24死...節Ⅱ回.Y.ll R Ⅵ.4 1 3.1日 7 5自 寄付17日?V.-25//-

/ l

飼育祝寮を行なつ!=､｢ヒメチルカツヲブシムシ_緋雌】郷 の中で.産卵数の最 も如 ､の臥

モ20粗 放 も少ないのは37粗 平均産卵数は79･30粒で.之等19組の脚化粒数の平均は70･00粒で
I

あった.而 して.卯期間の故 も長いのは27日.短かいのは20日で,卯期間の平均日数娃21186日,

となる.叉,成出の詩命日数は.雄の長いのは28日.短かいのは 16日.平均 19AO日′.雌の長
l

いのは37日.短かいの抹 16日､平均 23.10日となるO上述 したJrTからわかるや うに.唱然混線
/

の堂内で飼育せる成虫に於ても.ME.雌q)詔命日数を比較すると雌は雛より長い.

4｢附 .言｣ ●

｢ヒメマルカツラブシムシ｣の成虫は.羽化後略は･1週mj前後姉貴内に静止 した後 (第 3衣参

Y照)･柿茨を挽出してflf動を始めるのであるが,空鹸材料の関係上 節 2琴に記録 してある成虫

の詩命日数は桶設脱出後先死に到るよでの日数を示 し.婦殻円静止期間のEl数は罪 人 して な

い.従って､｢ヒメマルあッヲブシムシ｣成虫の質際の詩命日数は,節 2毅に記銘された ものに､

更に羽化後楠殻内静止期間日数を加-た ものが.琵際の詩命日教となろわけである｡次に̀参-jS･

のた軌 昭和15年 6月描化した.｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の幼血を佃-Nし.昭和16年に入っ

て.桶の期肌 羽化後成島の矯数内静止期肌 ヨたびに,成弘の指命.印の判然した もの.舵 8

哩.雌9Rt:.に就きての記録を示せば節3衣の如 くである｡

節 3髭衣示の如 く,rヒメマルカツ.ヲブシムシ｣成血の.批 8匹.･d娩9世,計17匹の祝化後桶

放内静止期聞日放の平均は.7.66日で,略ほ･1週間前後と見ることが出来る｡

而 して.野外株1Ji記録節 1衣と.堂内飼育記録節2=Rとを.比較封座して図示すれば節1田



自然温度の-室内で飼育せ る手ヒメマル カツ ヲブシムシ｣の
∫

蛸期 間 ,成虫蛸殻内静止期間 ,成盛の寿 命に関す る.記録

(明和16年 3月乃重同年 6月調査)̀

第 3 表

ー44

の如 くである｡

概 括 と･結 論 ､

｢ヒ.マメマルカツヲブシムシ｣成曲のJ野外｢フラ./去ギク｣花上で交尾せるもの26組の うち産

卵 した ものは岱かに7組で. その平均7組首産卵粒数は8･14粒. 醇化粒数の平均 l組懲りは

i.14粒であり､之等成島の野外花上で探娘してからの平均寿命日数臥 姫 3･23日:雌5.00.Elで

ある｡ '
堂内飼育による雄雌19組の もの ｣､平均産卵粒数は79.30粒､平均婚化粒数は70･00粗 之等

成島の桶殻晩H後発死に到るまでの平均薄命日数臥 l批 19･40日.雌23･10日である.

卯期間の.El数は.皇丙飼育卵の方が,野外探袋の成血が産んだ卯より:l長いの帆 扱った蟹
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扱材料の誰卯された時糊が.野外の ものより少しく早かったため.氾腔が多少低かっ た こ と

が.新の如き差異を生せるIR囚に.なったものと-yl･へられる｡

新の如 く.野外花上で推封ミした放血を,堂内飼育の ものに比校すると.産卵粒数が極めて少

なくり又､成島の詩命日故 も著しく短かいことは.年別こ注意を要する鮎である.此都督は,･野

外花上に袋来した大多数の ｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の成虫は.班に交尾産卵を終ったもの

が.共大部分を占めて居ることを物語るもめであると思ふ｡然れども.共 うち少数の もの臥
＼

未だ交尾叉は産卵の途中にあるものが､何等かの機倉を得て.野卿 こ出で花に飛釆した ものと

考へられる.之と殆んど同校の郡質札 昭和15年に行なった/J､祝祭(文政7)に於ても見られた

のである｡ ,

此郡安から推測すると.｢フランスギクnE誘引昏彫箆を行なふことが.金一く無駄であるとは青

々ことを得ないのは確かである主恩ふが.此祝祭耳験の結兆から見ると.従取 一般に考へら

れて居た程に.訪花振除甲教典帆 麟著ではないものと結論すべきであらう｡

■

文 政 ･

1.磯部辰雄 ｢-ナマルカツヲブシムシJ

｢チ､ビマルカツヲブシムシ｣

｢ヒメマルカツヲムシ｣

誘花防除法に就て､

柄血宰難詰苅田懇348-等.53頁｢大正六年｣19I7.

t2.班山桐郎 故新日本霊薬宰益金苔121ff｢昭和四年｣1929..l~

3. 同 日本産鰹節血の研究(二)｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の形態並に生鼠 慧業試臨

場報督節ヤ懇節九耽425-471ff｢昭和四年｣19290`

4.矢筏正俊'rヒメマルカツヲブシムシ｣の媒きる花と集まらぬ花の調盈 朽血寄難詰節二十

懇692｢696矧~昭和八年｣19330

5.既瀬率- ､姫丸鰹節畠防除の一策 と して袋7由曙 の放風 見ifl帥脚節三十八'LS･5p-5211

｢昭和九年｣19340
メ

6.山Eq保治 ｢ヒメマルカツヲブシムシ｣戚出の災難する花に就きて.防山科PT,t̂dY主税27-31

頁｢昭和十四年｣19390

7.㍍ 実汚 ｢フランスギクnEに朝王水する｢ヒメマルカツヲブシムシ｣成仏の教と共れが捕殺

に捌する考払 節一弘 防払料率節四挽35-45ffr押印 5年｣1940ご:1

8.近末符沌 屯榔 勿を他ffLu:する仰節出柳の生態訊き乳 悪用見放節三省第-野9118頁｢昭和十●
六年｣19410 ' ｢終り｣


